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今回のセンター試験の数学 I・A第 5問「図形の性質」は、三角形の辺上や内部に点をとり、

線分比や面積比、角度について考察する問題で、定理・公式などの基本事項の理解と図形に応

用する力が問われた。［サシ］では、前で求めた辺 ABの長さと AE・ACの値から、方べきの定

理の逆を利用して 4点 G、B、C、Eが同一円周上にあることに気づけるかがポイントであった。 

第 3回ベネッセ・駿台マーク模試の数学 I・A第 5問（2）は、3辺の長さが与えられた三角

形について、定理や公式の基本事項を用いて線分の比や長さを求める問題であった。［セ］で

は、センター試験の問題と同様に、線分 ADの長さと BD・FDの値から方べきの定理の逆を利用

して、直線 AC が△ABF の外接円の接線であることに気づけるかがポイントであった。本問を

復習していた受験生にとっては、センター試験での解答に役立ったであろう。 

「図形の性質」の分野では、図形のどの部分にどの定理・公式が利用できるかを素早く判断

することが重要である。演習の際は、着目する図形を取り出して考察したり、条件の変化に合

わせて図をかき直すなど、定理・公式を利用しやすい形にする工夫を行いたい。 
 


